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サイバーポートとは、下記の３分野の情報を一体的に取り扱うデータプラットフォームであり、相互のデータ連携を可能にする。

①港湾物流分野：民間事業者間の港湾物流手続 ②港湾管理分野：港湾管理者の行政手続や調査・統計業務
③港湾インフラ分野：港湾の計画から維持管理までのインフラ情報

サイバーポートの導入目的

• 現状、紙、電話、メール等で行われている港湾関係者間のやり取りを電子化し、港湾を取り巻く様々な情報が
相互に繋がる環境を構築し、港湾全体の生産性向上を図る。

サイバーポートの全体像

入出港関連手続
港湾施設関連手続
等

②港湾管理分野

港湾管理者手続の電子化、
調査・統計業務の効率化

を実現
港湾に係る統計調査
（港湾調査等）

①港湾物流分野

港湾計画

維持管理

港湾台帳

港湾施設の計画から維持管理までの一連の情報を電子化・
一元管理を行い、効率的なアセットマネジメントを実現

③港湾インフラ分野

利用情報

相互に情報連携

コンテナ貨物に関する民間事業者の手続を電子化し、
効率的な物流を実現

施設整備
（設計・施工等）
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サイバーポートの目的・全体像



•
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～令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 …

三分野
連携

港湾物流
分野

港湾管理
分野

港湾インフラ
分野

設計・構築・テスト 実証事業

CONPAS＆Colinsとの接続 海外貨物輸送情報の可視化

基本仕様検討

基本仕様検討

実証・
意見確認

三分野一体運用
（R6.3～）

外部システム連携

125港（戦略・拠点・重要） 932港（全港湾）

ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ手法の改良

港湾統計の集計機能構築
（乙種港湾）

港湾局所管の一般統計調査対応
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サイバーポートに関するスケジュール

前回報告（R4.11） 今回報告

第一次運用開始 （R3.4～）

三分野連携機能の構築

機能改善・利用促進

設計・構築・テスト

設計・構築・テスト

アセットマネジメント手法の検討・構築

NACCSとの直接連携

TradeWaltzとの連携

稼働開始（R6.1～）

機能改善・利用促進

港湾統計の集計機能構築
（甲種港湾）

稼働開始 （R5.4～）
先行10港

機能改善・利用促進
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サイバーポート（港湾物流）の利用登録状況
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サイバーポート（港湾物流分野）の概要

920

641

令和３年４月～稼働
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利用者拡大に向けた取組

関連プラットフォームとの連携機能の実装・拡充や
パッケージソフトとの連携を推進

例）輸出入・港湾関連情報処理システム（NACCS）連携※１の拡充、
商流・金流分野のプラットフォームとの連携※２、機能改善 等

その他の取組

他省庁と連携したデジタルトランスフォーメーション（DX）の機運醸成やデータ利活用等の将来の機能実装に
向けた検討等を推進

例）「貿易プラットフォーム利活用に向けた検討会」（経済産業省主催）への参画、
データ利活用機能の具体化（海外事例や国内関係者を対象としたデータ利活用ニーズの調査） 等

認知度向上のための情報発信から導入意向のある
企業への導入サポート等、多層的な取組を推進

ネットワーク拡充に向けた取組

展示会への出展

サイバーポート（港湾物流分野）の利用拡大に向けた取組

ワークショップ

※１ NACCS連携機能について、令和５年３月実装
※２ Trade Waltz連携機能について、令和５年度中に実装予定

 プレスリリース
 各種メディアへの広告掲載 等

 セミナー
 展示会等への出展 等

 個社説明、デモ、トライアル
 プロジェクト化 等



チェック・集計の自動化

データの利活用促進

•

①事前
調整

②申請
/ 許可

③入港
/シフト

④実績
報告

空き状況を
電話確認
→電子化が

進まない

※全国輸出入コンテナ貨物流動調査等の一般統計も実装予定

手続の種類/
内容の標準化

システムで

申請を一元管理

蓄積データの

政策への活用

連携

対応策（バースウィンドウ）

申請作業補助
機能の提供

課題

課
題

対応策

サイバーポート（港湾管理分野）の概要

• 手続の種類・様式・内容がバラバラ。
• 電子化の受け皿となれるシステムがない。

事前調整を可視化し、電子申請を加速

• NACCSに入力した内容を港湾調査で再度入力 【報告者】

• 調査票提出方法/様式が多岐に渡り、管理が困難 【港湾管理者等】

• 調査票の確認や、集計作業・チェックが手間 【港湾管理者等】

対応策

報告者

NACCS

一元管理・
エラーチェック

都道府県 国

自動集計・提
出・確認

報告者

従来の
提出手段

画面入力

サイバーポート（調査・統計）
連携
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課
題

様々な様式で提出された調査票の一元管理

NACCS連携や入力補助による報告の効率化

調査・統計業務：サイバーポート（調査・統計）
（港湾調査等）※

入出港関連手続：NACCS機能改善
（入出港届、係留施設使用許可申請）

その他港湾管理者手続：サイバーポート（手続）構築
（港湾施設、港湾区域、臨港地区関連申請等）

令和６年１月～稼働



サイバーポート（港湾管理分野）の運用開始
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•

•

•

•

室蘭港 函館港 小樽港 釧路港 留萌港

稚内港 青森県内港湾 宮城県内港湾 秋田県内港湾 茨城県内港湾

横須賀港 直江津港 柏崎港 両津港 富山県内港湾

七尾港 福井県内港湾 静岡県内港湾 三河港 吉津港

鵜殿港 尾鷲港 津松阪港 堺泉北港 大阪港

東播磨港 姫路港 尼崎西宮芦屋港 明石港 相生港

赤穂港 和歌山県内港湾 鳥取県内港湾 島根県内港湾 岡山県内港湾

山口県内港湾 徳島県内港湾 香川県内港湾 愛媛県内港湾 高知県内港湾

宇島港 苅田港 北九州港 唐津港 伊万里港

長崎県内港湾 熊本県内港湾 大分県内港湾 宮崎県内港湾 中城湾港

金武湾港 平良港

伏木富山港 清水港 田子の浦港 御前崎港

沼津港 高知港 苅田港 上天草港

釧路港 苫小牧港 函館港 留萌港

新潟港 伏木富山港 魚津港 清水港

田子の浦港 御前崎港 名古屋港 三河港

衣浦港 常滑港 和歌山下津港 新宮港

境港 水島港 高松港 高知港

苅田港 細島港 那覇港



サイバーポート（港湾インフラ分野）の概要
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現在の対象（10港） ：苫小牧港、横浜港、新潟港、清水港、神戸港、和歌山下津港、広島港、高知港、北九州港、下関港
ポータルサイト ：https://www.cyber-port.mlit.go.jp/infra/

外部システム
国土交通
データプラットフォーム

等

外部システム
・海しる
・管理者独自DB（予定）
・国土地盤情報DB
（KuniJiban）（予定） 等

港湾CALS（既存DB）
・維持管理情報DB
・電子納品物

保管管理システム 等

データベース（新規）
・GISデータ

（港湾計画図等） 等

サイバーポート（港湾インフラ分野）GIS画面

・施設位置クリックで各施設の情報を表示
・対象施設の維持管理情報等へリンク

・GIS上に施設位置図、港湾計画図、
区域平面図を重ね合わせることが可能

連携
（表示等）

連携
（提供）

データ
（表示）

令和５年４月～稼働（10港）
令和６年度～戦略・拠点・重要港湾125港
令和７年度～地方港湾も含む932港


